
オーテピア高知図書館における
多文化サービス
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令和４年10月18日（火）
第２回オーテピア高知図書館サービス計画推進委員会



オーテピア高知図書館における多文化サービス

【主なサービス対象】

支援者 雇用主外国人 地域住民

【目指す姿】
高知に暮らすすべての人が国籍に関わらずお互いに理解しあい、
世界に目を向けることができる機会を提供する
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・高知県国際交流協会（KIA）
・外国人生活相談センター（ココフォーレ）
・高知県中小企業団体中央会等

【主な連携機関】



第１期計画の成果

・外国語資料や日本語学習資料など各種資料の収集と提供

・在住外国人を対象とした館内ツアーの実施（参加者は、ほぼ100％が利用登録）

・多文化理解のためのイベント実施（外国語のおはなし会等）

・連携機関との関係強化

高知県国際交流協会（KIA）、外国人生活相談センター（ココフォーレ）、

JICA高知デスク、高知県中小企業団体中央会等

➡ 「高知県外国人材確保・活躍戦略ver.2」への参画（2022.3）

（以降「戦略」と省略）
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高知県外国人材確保・活躍戦略

高知県商工労働部雇用労働政策課
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高知県外国人材確保・活躍戦略

高知県商工労働部雇用労働政策課
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高知県外国人材確保・活躍戦略

高知県商工労働部雇用労働政策課
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オーテピア高知図書館の活用

支援者

・日本語学習資料

・指導者・相談者をサポートする

資料

雇用主

・受入のために参考となる資料

・従業員・外国人労働者の相互理解
を深める資料

外国人

・日本語学習資料、
・母国語の資料
（ベトナム語、中国語、英語等）
・電子書籍・雑誌
・自由に立ち寄れる“場”

・外国人を理解するための

資料

・国際理解の“場”の提供

地域住民

連携機関

・高知県国際交流協会（KIA）、
・外国人生活相談センター

（ココフォーレ）
・高知県中小企業団体中央会等

オーテピア高知図書館のサービスの拡充

目指す姿

高知に暮らすすべての人が国籍に関わらず
お互いに理解しあい、

世界に目を向けることができる機会を提供する

多文化共生社会の実現
県全域で受入態勢を強化

安定した情報提供を行うことで、
外国人、支援者、雇用者、地域にとって
安心できる環境を整備

市町村立図書館のサービスの充実

オーテピアの資料の活用
・地域の日本語教室学習者、ボランティア、日本語教師など
を情報面でサポート
・自治体内の企業に対し有益な情報資料を提供

情報提供体制の充実に
よる信頼性の確保

市町村立図書館
のサポート
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第２期計画の目指すところ

人や情報を
つなぐ司書

交流の場

多様な資料



【雇用主向け】ガイドブック説明会での出前図書館

高知県外国人材確保・活躍ガイドブック 説明会
（高知県中小企業団体中央会主催）

▲「高知県外国人材確保・活躍ガイドブック」p.28より

8



【雇用主向け】ガイドブック説明会での出前図書館

・説明会内で図書館のPR

・来場者との名刺交換
後日レファレンスにつながった

・企業によっては 個別に館内ツアーや
団体貸出も実施
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【雇用主向け】ガイドブック説明会での出前図書館

■市町村での動き

10月7日 四万十市で開催
四万十市立図書館が出前図書館を実施

オーテピア高知図書館から関連資料を
貸出し。自館の本と併せて展示。

・今後につながるPR効果
にほんごサロン、企業等と新たなつな
がりができた

・資料は現在四万十市立図書館で展示中
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【外国人向け】日本語教室学習者に向けて実施した館内ツアー

・学習者や留学生に向けて実施

・図書館活用講座、館内ツアーをやさし
い日本語で実施

・参加者の利用登録はほぼ100％

👈高知県国際交流協会主催の日本語教室

地域活動プログラムの一環として
オーテピア高知図書館で館内ツアーを実施

☆11月頃、高知市外の学習者も対象にオ
ンラインで実施予定
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各対象者に向けブックリストを作成

【外国人】
・にほんごを勉強するための本
・日本語を勉強する介護職員のための本

【支援者】
・日本語を教える人のための本
・留学生在留者を支援する人のための本

【雇用主】
・外国から来た人と一緒に働く

【地域住民】
・知りたい！シンガポール
・韓国語日本語絵本読み比べ

など
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【地域住民向け】多文化理解講座（今年度新規事業）

・これまでのイベント 子ども向けが中心

・中学生以上を対象とした多文化理解講座を試験的に企画

７月 英語の音読教室 「マザーグースとアメリカの唄」

９月 世界の本の読書会 「『ミカンの味』に見る韓国の若者世代の今」

11月（予定） 多文化理解講座 「～トランプで楽しく多文化シミュレーション～」

☞ 新たな層に向けて、国際理解に関する機会を提供することが目的
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【地域住民向け】多文化理解講座（今年度新規事業）

参加者は主に日本人。 30～60代の幅広い世代の方が参加。

→ これまでと違う層に対し多文化理解についてアプローチできた
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【地域住民向け】多文化理解講座（今年度新規事業）

11月開催予定
～トランプで楽しく多文化シミュレーション～

ねらい 留学生や日本語学習教室学習者などによびかけ、
在留外国人と日本人双方の理解を深める
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課題と今後の方向性

■認知度の低さ

・外国語資料（英語、中国語、韓国語、ベトナム語等）、
日本語学習資料等、多様な資料があること
・在留外国人向けの図書館サービス

やさしい日本語の館内ツアー・図書館活用講座、
各種資料の提供、市町村を通じた資料の提供等
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■認知度の低さ ■個別のニーズの把握

・ニーズが見込まれる団体に対しピンポイントにアプローチ
高知県国際交流協会、各大学等
中小企業団体中央会情報誌「へんしも」へのチラシの挟込みetc.

・館内外での展示

■地域住民の多文化交流の機会の提供

・各種の多分理解講座の実践
様々な住民が参加できるよう、工夫が必要
・交流の機会（場）の提供

◆◆ 市町村図書館への普及 ◆◆

オーテピア高知図書館の取組みを市町村図書館へ広げる
各種資料の貸出し、サービスの取組みについてのアドバイス等

■個別のニーズの把握

「在留外国人」 ニーズが多様
他、雇用主、支援者のニーズもそれぞれ把握し的確に
サービスを提供する必要がある

■地域住民の多文化交流の機会の提供

「戦略」上、外国人の受入れは今後 県として積極的に展開
より良い受入れ態勢を築くためにも、地域住民に向けた
国際理解の場が必要

一期計画を進めていく
中で課題が顕在化

交流の場

多様な資料

人や情報を
つなぐ司書


